青山荘　　フェイスシート

平成20年4月7日　担当：三浦　理見　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　本田　英之　　様　　　　　男・女　　　　昭和52年12月28日生（30歳）

	
	〒039-0832　八戸市小中野2丁目9-4　　　　　　　　　　電話　0178-44-9055

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和12年4月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	約　6年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	約　4年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日（週1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	3割負担
	　　未申請

	経済状況
	年金
	未申請

	
	その他
	生活費1.5万円＋医療費4万円＝5.5万円

※生活費全般家族からの援助を受けている

※自立支援医療更新拒否したため、医療費3割負担

※青南病院他、歯科受診中

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア（水・木・金）

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　19年　3月　4日
	身長
	165cm
	体重
	77kg

	最終学歴
	予備校（仙台市内）※大検合格
	免許・資格
	普通自動車免許（1種）

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　名　本田　忠　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	入所目的

日常生活リズムを整えながら習慣化し、円滑な対人関係を図れるようになる。

	入院・治療歴　初診日

入院・治療歴　

①平成12年6月　　～　　平成12年9月　　　　　入院　　　　　長谷川病院

②平成13年12月　 ～　　平成14年11月　　　　 入院　　　　　湊病院

　平成14年11月　 ～　　平成15年7月　　　　　通院　　　　　湊病院

③平成15年7月　　～　　平成19年3月4日　　　入院　　　　　青南病院

　平成19年3月4日～　　現在　　　　　　　　　 通院　　　　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞3名の長男として出生する。高校1時、部活での登山後、喘息で青森労災病院での加療により殆ど不登校状態となる。2年時留年し、学業の遅れなどを理由に退学し大検を受験、合格する。その後仙台の予備校へ通うが5月に帰郷し、滅裂言動・家族への迷惑行為が出現する。H12年4月東京の予備校へと通うが徘徊・逸脱行為・奇異行動が出現したことで、家族が保健士に相談し、長谷川病院（東京）へ初回入院となる。退院後帰郷し、自宅療養するが服薬中断により症状再燃し、逸脱行為で警察に保護され湊病院へ2回目の入院をする。以後も病識の無さから通院・服薬拒否し、母親が食事に薬を混ぜて飲ませていたとのこと。しかし、次第に病状悪化し、家族間の口論から昼夜逆転・粗暴行為出現。警察に保護され、H15.7.13精神科救急で当院を受診し、医療保護入院となる。H18.10.31入院治療に対する理解が得られた為、任意入院へと切り替える。その後、地域での生活訓練のためH19.3.4青南病院退院・青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　本人の希望する就労について父様を交え面談を行う。父様からは青山荘入所中に生活リズムを整え、就労を行えるまでになって欲しいと希望があり、現状で自宅退所されても困ると話している。青山荘側からは今後本人に対して青明舎と連携を図りながら就労訓練を支援していきたい旨を提案すると、父様・本人共了承している。しかし以降、本人の父様に対する被害的考えが強まっている。

自立支援医療更新手続きについては家族間でも話しがまとまらず、本人の意向に任せるとのことから更新を見合わせている。結局、医療費負担が増大しデイケア通所回数を減らしたいとの本人訴えに触発されてか、母様からもデイケア通所が本人にとって無意味なものであるとの指摘もあるため、面談時本人にとってのデイケアの意味や必要性について説明を行う。（その後週3回の通所とする）母様へは自立支援医療再申請は可能であることを伝えているが、本人が障害受容困難であることからも申請拒否の意向は変わらない。

※本人宛の郵便物について個人情報流出したとのことで、青仁会封筒の使用をして欲しくないと指摘有り。母様へは法人を通して今後留意していくことを伝え謝罪。病院SW・医事へも情報提供し注意を促している。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年4月7日（月）

	氏　名
	   本田　英之　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　52　年　12月　28日（　30歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：地域生活を通して、生活リズムの確立・習慣化と家族関係を含める対人関係の確立を図る。
短期目標：「就労」に向けて必要な基本的生活技能や生活基盤確立への自己の課題を理解し段階を踏みながら訓練を行う。

	これまでの経過（前回評価日　20年　1月14日）

	【前回の問題点について】

就労訓練前段階の取り組み（①生活リズムの確立・維持　　②日中活動内容・場所）

依然、就労に対する希望は強いものの、自身の生活上の問題（生活リズムの乱れ・時間にルーズ・自己中心的行動等）に対する意識が薄く改善が図られることはない。毎週の面談時、指摘を受けることで意識づけやモチベーションも向上し、本人なりに改善を図ろうと努力するものの、結局継続した取り組みや意識付けがされず毎度同じことを繰り返している状態。デイケア通所に関しては自立支援医療更新手続きを見合わせたことで3割負担と医療費負担が増大し、本人より通所日を減らしたいと希望がある。同様に母様からも本人のデイケア通所の必要性はないこと、1日のデイケア代が高額であるとの訴えあるため、面談にて生活面・対人面で課題を持っていること、今後就労訓練に取り組む上でプライドの高い本人の性格を考慮した上でデイケアという逃げ道を確保してあげなければならない事等、本人にとってのデイケアの必要性について説明を行っている。その後本人の希望からデイケア通所日を週3回としている（通所日：水・木・金　　その他：エアロビのある月も午後から通所）。1日のデイケア代を考え「お金がかかっているからもったいない」と通所日には真面目に時間通りに通所できるようになっている。

家族関係の調整

　前回家族面談を行った際、双方の考えや意見がまとまらず面談の趣旨がずれてしまったこともあり、次回より面談は父・母を別として行うよう設定している。

2/27本人・父様・職員2名で就労についての今後の取り組みについて面談実施し検討する。就労経験がなく現実検討能力も低いことからも、今後青明舎と連携し見学・体験を通して訓練に取り組んで行くことを青山荘側から提案している。父様からは現状では自宅退所されても困ると話し、生活リズムを安定と服薬を行った上で就労できるようになることを希望している。しかし本人の退所希望が強く、就労訓練後4月には退所したいと希望していたこともあり、父様の意見に対しての反発や被害的発言が後に出現している（過去に父様に入院させられたことに対して裁判を起こすために貯金している等）。

【対人関係】

青山荘入所者・デイケア利用者との対人関係は以前と比較し安定している。社交性があり、休日にデイケアの友人を招いて遊ぶことや、自ら企画し入所者を誘い宅配ピザを頼んで昼食を摂ることもある。本人が苦手としている入所者とは程よい距離をとりながらトラブルなく生活することが出来ており被害的発言も減少している。しかし、青山荘・青明舎・デイケア等関係スタッフに対しての被害的発言があり、特に同性で若年のスタッフに対して意識しているようで、自分の勝手な思い込みや考えによる被害的発言が多く聞かれている。

【小火騒ぎ】

　1/22消灯後も就床することなく、夜間電気スタンドを点灯したまま入眠し、スタンドが掛け布団に倒れ発煙していたことにも気付かず、早朝慌てて消煙するという騒ぎを起こしている。生活リズムの乱れが騒ぎに繋がっている他、睡眠時間・睡眠環境（布団を敷かずに寝る・部屋が汚い）・対人関係（人の誘いを断ることが出来ない）も原因として考えられ、その後御家族を呼び注意を促している。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①生活リズム不安定・継続困難
	· 全ての行動に対して時間を守り活動することが困難であるため、その都度促しを行いながら時間厳守した行動を意識付ける。

· 時間を守る・連絡を入れる・報告する、参加する等、未だ改善され難い生活面での問題点については就労場面に置き換えながら本人へ一つ一つの行動の必要性を説明し、理解を促す。

· 本人の希望もあるため、週1回の面談の場を設け生活全般において問題点を指摘・行動の振り返りと週間目標を毎度設定し繰り返し行う。

· 問題があった場合には、本人に何故問題となっているのか、どのような行動を本人がとっているのかを説明し、一方的な批判にならぬよう注意しながら改善を促す。

· デイケア通所日以外の日には、自室の清掃を促し、その都度本人の生活環境の確認・改善を図る。

⇒睡眠環境の改善を図り、睡眠時間の安定・事故を防ぐ
	3ヶ月

	②就労訓練
	· アセスメント実施し、就労に対する希望や考えを明確にし、現状を踏まえて段階的に支援を計画する。

· 本人の生活状況と合わせて、能力に見合った訓練を進める。必要時には青明舎・朱夏様等、各関係機関と連絡調整を図る。

· 訓練中の情報提供は定期的に行い、外来やデイケアでの情報誤認による混乱を防ぐ。

· 本人の取り組み具合を見て、定期的に家族面談実施。家族からの評価を受けながら、問題点を共に振り返り、今後の訓練内容や課題を検討する。
	3ヶ月


修正プラン実施評価日： H20年7月7日（月）　青山荘地域交流活動室












�

















�








忠氏（55歳：医師）











本人（30歳）





次男（27歳）





長女（24歳：薬剤師）





母（55歳：専業主婦）








